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I 問題と目的
児童養護施設では,保護者のいない児童や保護




立を支援す る機能 をもってい る (厚 生労働省 ,
2017)児童福祉施設のひ とつの施設形態のこと
を指す。そ して,児童福祉施設の中でも子 どもが
もっとも多 く入所 している施設 となる。児童養護
施設では,虐待 を受けて入所 した子 どもが約 6害」
り近 くお り,発達障害や知白勺障害等を含む障害を
























































る。施設養育の在 り方に,パ ラダイムシフ トが必
要となってきている。
パラダイムシフ トについて言及 している霧鳥







































ている職員の経験な 燿別性 を損なわずに明 らか










を 持 っ て , デ ー タ の 分 析 を で き る 税 orgi,
A(別 09/£013)と そ の弟 子 で あ るWertz,F.J.











IBは ,調査を行った順番にム Eと つけた。
調査者
調査者は,臨床心理士 となって7年 目の筆者で



































インター ビューは,担当職員 として子 どもを養




























































が適 用可能 で あ る と主張 してい るGiOrgi,A.
(2009/2013)は ,科学的知識の基準 として 「自分
自身による,ま た,他者による,批判的探求の段
階を通過 しなければな らない」 ことを認め,「研
究方法論上の手続 きをより具体的に詳細に示す こ













が必要 とされると主張 している。 しか し,筆者は












Aは ,養 育観 に おいて まず必要 なの は愛
情 と考 えて いる と述 べ て いる。
Aは ,ま ず 愛 1青 を ,主 ぐ
の勤 務 体 制 で は特 に子
てるような関わりがし




Aは ,そ の生 活感 の 中 では ,し つ けの よ
うな こ とや生 活 習慣 を身 に つ けて も らう
としヽ った こともある と述べ て しヽ る。
Aは ,養育観 につ いて説 明す るの は ,難
しい ことだ と述べ て い る。
AIま  一般 家庭 で あれ ば生 活 感 を考 え る





AIま ,以前 の職 場 や現 職 の 以前 の体制 で
あれ ば ,子 どもか らど うせ 仕事 で関わ っ
ているのだろうという言動もあり,それ
が Aに は痛 く胸に刺さったと述べている。
仕事であるが仕事でないという感覚がA
の中にはあるのだつた。
Aは ,現 実 的 に は仕事 で あ るが子 どもに
は仕事 で関わ って い る と思わ せ た くな い
と,杢 ′べて しヽ る。
Aは ,現実 的 には仕事 で あるが  AIま
一緒 に生活 して しヽる者 で あるの で ,子
どもには仕事 で関わ って い る と思わせ
た くな い と述べ てい る。
Aは.一緒 に生活す る者 と して子 供 に受
け入れ られ て しヽ る と感 ほて しヽ るが , 子 ど
もの 年齢 が上 が って い くと,嫌 で も現 実
的なことは知っていくことになるであろ
うと述べている。
AIま .2歳 か ら施設 で預 か つて い る子 が
小学校 高 学 年 くらいに な る と 施 設 で生
活 して しヽ る意 味 がわ か るよ うに な り,施
設職 員 が仕事 と して養 育 して い る とし`ヽ う
現 実 を知 る とき iま くるが .それ もしヽ つか
〔まきっと知ってもらわないといけないこ
とであると述べている。




Alま ,今養 育 して い る子 どもた ちで ど う
せ 仕 事 で しょ うとい う子 ども 1ま いな い け
れ ど,年 齢 が低 くとも保護 者 か ら施 設職
員 {ま 仕事 と して 関わ って しヽ る ことを聞 い
て しま うこともある と述べ て い る。
Aは ,子 どもが 自分 で ここで生活 して しヽ
る こと 自体 が普 通 で は な い ことを知 る時
が きた 時 に 1ま  応援 した い,見守 りた い
と思 って い る大 人 と して ,一緒 に こ こに
いることが仕事になっていると伝えたしヽ
と述べてしヽる。
Alよ  子 どもが 自分 で こ こで生活 して
い る こと自体 が普通 で 1ま な しヽ ことを知
る時が きた時 に |よ  仕 事 だ としヽ う言 い
方 は しない と述べてい る。応援 したい .
見守 りた しヽ と思 って い る大人 と して一
緒 に こ こに い る ことが ,仕事 に な って
しヽる と伝 え る ことが .Aの 養 育観 の表
現 に近 い もの になるの で あ つた
`〕
AIま  子 どもか ら施設職 員が仕事で関わ っ
て しヽ るの か ど うか を聞 いて きた 時 に ,そ
の場 で答 えれ る場 合 |よ そ うす るが ,そ う
い った話 が で きない場 合 に は ,外 出 して
しヽ る時 や 2人 で いれ る時 に ,こ の 間 こ う
い うこ とを言 って いた け ど と切 り出 して
説 明 をす る と述べ て い る c
その子 の ことを考 えなが ら述
′ヽミて
いる。














Aの 気持 ち と して は仕事 で関わ って いる
つ も り Iま な いの で  自然 と仕 事 であ る こ













































Aは ,自 分 で 自分 の ことを分 か るの は相
当大 変 な こ とだ と思 つて い る と述 べ て い
る。体 質 や性 格 に関係す る と思 うが ,自
分はこれ以上すると疲れてしまうという
のを知ることができるようにしたいと思つ






























Aは ,子どもは基本的には怖か つた り,
寝 るのが も つた いな くて寝 た くなか っ






Aは , :年 齢 が 1丞 い土易合 は羮桂しいが , 4′
5歳 以上 で あれ ば ,振 り返 つてみ るの も
い いか と思 つて い る と述 べ て い る。 睡 眠
は時 間 よ りも深 さが大切 で あ ろ うか ら ,
本 来 時 間 は あま り関係 なの で あ ろ うが ,
朝起 きに くい子 どもに関 して は ,昨 夜 を
振 り返れ る よ うに話 を して い る と述 べ て
Aは ,子 どもの朝 の様 子 をみ て いてその
夜 には朝 の状 況 を子 どもに伝 え返 す こ と
に重 き を置 いて ,寝 る時 間 だか ら寝 る よ
うに とい つた高 い方 は しな い よ うに心 が
けて しヽ るの で あ つた。
Aは ,時間 をみせ るため に時計 は使 うが ,
寝 る時 間 だか ら寝 な さしヽ とい う風 な子 ど
もが 時 間 に合わ せ る言 い回 しは しな いの
で あ った。
Aは ,質 の 良 しヽ睡 眠 を とるに は ,日 中 に
体 をい つぱ い動 か して ,寝 る前の時 間 を
少 しテ レビか ら離 す等 の工 夫 をす る大 人
側 の心持 ち もな くてはな らな いが ,時 間
だか ら寝 な さしヽ とい うの は言 わ な い ほ う
が 艮い と思 って いる と述 べ て い る。
Aは,問 題行 動 の 予 防 は難 しい と述べ て
い る。 Aは,言 葉 の覚 え始 め には汚 い言
葉 も覚 え る もの だ し,覚 え る ことが 悪 い






暴 言 も覚 え
うと述 べ て
Ca33
∧は ,暴 言 を使 つてみ て相 手 をす ご く嫌
な気持 ち に させ た後 には ,ど う して そ う
い うことを言 つたのか間 うと述べて いる。




Aは ,問 題 行 動 と呼 ばれ る もの も通過 点
と捉 えて い る と述 べ てい る。 Alま ,問題
行動 と呼 ばれ る もの も成 長 に は絶 対 必要





Aは ,子 ど もが暴言 を使 つてみ て ,大 人
の 反応 をみ て言 葉 遣 い を正 され る と,か
ま って も らえた か らまた言 つてみ る とい
う感 じに な る と述 べ て い る。 Aは ,支 援
す る側 が 問題 とみ るか ど うか の捉 え方 だ




とを小さい頃か ら学んで欲 ししヽ執 学ん
でいつて欲 しいが,現実的にどれがそう
なのかと言われたら説明が難 しいのであつ















































































Aは ,子 どもが言葉に して答えられるか





Aは ,他者 や 自分 を傷 つ け る ことはや め



























自 も,格 好 良 く大 人
責す る こ とが あま
と述 べ て いる。
Aは ,子 どもの成長 で喜 ば しい事 につ い
て,子 どもが優 しい言葉遣 いがで きた り,
人 に優 しくす る言 動 をみ る と喜 ば しい と
思うと述べている。例えば,子 どもが自
分がもらつたおやつを他者に分けてあげ
たいと思 うような言動があれば, Aは こ
れを喜ばしいことと捉えるのであつた。
Aは ,子 どもが 自分 の 好 きな物 事 や嬉 し
い物事 をわ か つて しヽ る ことが喜 ば ししヽ こ





当園 の子 どもた ちの 中 に 1ま  悲 し
とか寂 しい ときに母親 を求 め て心
叫ぶ ことが で きな い子 どもが 多 い
と述 べ て いる。
Ca60
Aは ,母親 でな くて も心 の 中で 叫ん で助
け を求 め る人 を誰 か 見 つ け る ことが で き
れ ば いい と思 って い る と述 べ て いる。 そ
してそれ は き つ と,子 どもか らの感覚 の
問題 にな る と思 うと Aは述べ て しヽ る。
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Aは ,他者 を傷 つ け るよ うな ことや 目分
を傷 つ ける よ うな こ とで あれ ば ,気 持 ち
を聞くことより先に注意をするかもしれ
ないと述べている。
Aは,誰 か に助 け を求 め る こ とが乳 児 院
か ら来 た子 どもで もで き るよ うにな つて
欲 しい と願 つて い る。 しか し, Aは 現 実
的 には結 構難 しい ことで あ る と述べ て い
る。
Aは ,子 どもが 生 まれ てす ぐに母親 か ら
離 れ て しま うこ とがす ご く問題 だ と思 う
と述べ て い る。
Aは ,子・どもが生 まれ てす ぐに母親 か
ら離れ て しま うことがす ご く問題 だ と
主張す るので あ った。
Alま ,生 まれ てす ぐに母親 と過 ごす経 験
だ けは取 ナ返 しが つか な い もの だ と考 え
ていると述べている。 Aは ,子 どもには
少 しでも母親 と過 ごしてもらいたいと述
べている。
Aは ,当 園 に 乳 児 院 を 併 設 して 欲 し い く
ら しヽ だ と述 べ て しヽ る 。
AIま ,当 園に乳 児院が併 設 され て,同
じ養 育者 が継続 的 に子 どもを育 て る こ
とができれば,あ る程度取 り戻せる部
分もあるので |ま ないかと期待 している
のであった。







Aは ,仕事 とい う感 覚 よ 呼|ま  自然 で過
ごせ る 自分 を持 って欲 しい と思 うと述 べ
て いる (,
Aは ,新 しい職員へは何が好きかを聞 く
と述べている。 Aは ,し て欲 しくなしヽこ
とや して欲 しいことを持 ってしヽて欲 ししヽ
と言 うと述べている。
Ca70
Aは,新 任職 員が 自分 を持 ち ,何が好 き
か をア ピー ルす る力 を持 って欲 しい と述
べ て しヽる。
Aは,新任 職 員 で言 葉 の言 い回 しがす ご
く上 手 な者 が い る と述 べ て い る。 Aは ,




Aは 新 任職 員か ら学ぶ と述べ て いる。 Ca73
Alま その新 任職1員 は ,言 葉 が 丁寧 で あ る
し,言葉尻が優 しい と述べ て いる。
Aは,大 人の個 性 も大事 で あ る し,存 分
|=個 性 を出 して欲 しい と思 つ てい る と述











t′ る`。 A:ま  家庭感を大事にすることが






て_笑 つた りできて,と しヽうのが自然体
でいることと述べている。
Alま  大 人が過 ご L′ やす い環 境 が子 ども
の居 心 地 の 良 さに も繋 が るの で は な いか
としヽ う意見 に賛 同す るの であ った。
Aは ,大 人が全 く緊張感 が な い としヽ うわ
f十 には絶 対 いか な い とも述べ て しヽる。
Aは,す ごく丁寧に子 どもの気持 ちを拾 っ
て言 葉 に変 える練 習 を手伝 う姿 勢 や ス キ
ル ,褒 め よ うとす る とこ ろをみ る とす ご










Aは,少 し前 まで 1ま 自然体 で子 どもた ち
と生 活 が で きて いたか と思 うと述べ て い
る。
Aは ,大 人の数 も増 えて子 どもの構 成 も
変 わ り,若手 も頑 張 つて くれ てお り,A
も退 くこ とを考 えな い としヽ けな い と述 べ
て しヽる。





A:ま .退 くことを考 えて少 し引 しヽて い
るが ,少 し前 ま で (ま 自分 の家 と思 え る
くらい子 どもたち と一一緒 に いた し 詩
間 を使 え る ことが 自身の強み か も しれ
な い と述べ てい る c Alま ,生活感 をだ
し,養育 して しヽ るの であ った。
∧は ,他者 や 自身の強み を広 め て い くに
(ま  語 り合 う しか な い と述 べ て しヽる。
AIま  所属 ホ ーム に お いて 1ま 職 員 同士が




Aは,語 る中で若 手 も 自分 が経験 したか
の よ うな気持 ちで共感 む′て くれ た り 語
る時間 を大事 に して くれ ると述べ ている。
Alま ,若手が自分たちのめるべき姿やや
りた し` こ と と か 見 つ け て くれ た り,や り
たしヽことを実行するために努力 して くれ
るので,話 すこと|ま 人事なことだと思 う
と述べている。









Aは ,食べなが らしゃべつた り,気 にな
ることがあればスイーツを買つてきて
その場を盛 り上げながら話 した りするこ
とで 心を割 って話 しやすいと述べてい
Aは ,か しこま る と心 を割 って話 すの は
難 しい と述べ てい る。
Aは ,仕 事 に は関係 の な しヽテ レビの話 や
本 の話 か ら始 め て ,後 の方 で若 手 が思 つ
て しヽ る ことを聞 ける と述べ て い る。
Aは :年 上 が 年下 に話 しか ける ときは ,
責 め られ て しヽ る と思わ な い よ うな しゃべ
り方 を しな しヽ とい けな い と述 べ て いる。
Aは , 当然 責 め らるよ うな こ とは例 外 で
あるが 状況を聞きたかつた り,疑間に




A:ま ,着手 が 自分 の話 や何 気 な い話 を し
た後 に本 当の 聞 きた い話 が聞 けた り.話





Aは ,言吾り合 う中で ,若手 の知 らない 当
園 の歴 史 を伝 え られ ,社会 的養 護 と呼 ば




Alま  若手のひとりもかな り思いを持っ
て頑張つて くれてしヽることをありがたい
と思つていると述べ ている。




AIよ ,彼 女 が 入職 当初 か ら自分 の 弱 点 と
して本 体 施 設 を知 らな しヽ としヽ うの を彼 女
自身 も思 つて いた し また周 りか らもそ
うしヽ う風 |=思 われ て い るの では な しヽか と
思つていたようであるが 今 |よ それ t)彙
り越えて濠張つているなと関心 している
と述べていん。
Aは ,イ ンタ ビューの感想 と して , ち ゃ
ん と考 えて支援 を して いな いな と改 め て











ある (CM)。 生活感 とい うものの中には,一子ど
ものしつ‡すや生活習慣の安定を図るといったこと






ことを知る日寺がくると明言 している (Ca8)。  2
歳から施設で預かっている子どもは,小学校高学
-38-




ない といけないことであると思 う一方で,子 ども
が傷つ くことを思 うと,Aは とても複雑な気持ち
になって しま う (Ca9)。 Aは ,話を しなければ
ならない時期がくれば, しっか りと説明をしたい
し,そ の時をちゃん と待つ という気持 ちが強い




Aは ,子 どもか ら施設職員が仕事で関わってい
るのか尋ね られた場合は,その場で答えられる状
況であれば話 をす るが,そ うでない場合 はふた
りき りになれ る時空間を選んで伝 えてきている
(Ci13)。
Aは , 2歳時か らずっと関わ りのある現在中学
2年生の男児 Zについて語っている。 Zは,現実
的には職員が仕事で関わっているとわかっている
が,職員の養育態度か ら仕事での関わ りと感 じて
いないか,付i事での関わ りであると感 じているが
敢えて言わないか, どちらかであると思われるが ,

























求に執着 して しま う危険性があるのではないかと






ないのである:今 日のあなた も明 日があって,将
来があるとい う繋が りや連続性を大人が意識 し,
今のことだけに大人が囚われないような関わ りを
したいのだつた (C農22 0 Ca29 0 Ca30)。
Aは , 自分で自分のことを分かるのは相当大変
なことだ と思っている6Aは ,生活支援の中で ,
子 どもが自分の体力の限界や食することの限界 ,
また十分な睡眠時間の確保の仕方に気づけるよう
に見守っている (Ci24 0 Ca25。 Ca26 0 Ca28 0
Ca29)。 柔 らかい表現で子 どもを諭 し, うまくい
かなかつたことが子 どもの自覚の基に正 されてい





Aは ,問題行動を予防するのは難 しい と表現 し
ている (Ca32)。 問題 と捉えられがちな暴言につ
いては,汚い言葉は覚 えるものだ し,覚えない と
使い方 もわからないので,使った後にどうい う気
持ちでその言葉を使ったのかを聞いていくこどに




Aは , 日頃か らチームの大人同士で子 どもが大
切に思われていると感 じられる伝 え方をしようと
話 し合うてお り,子 どもとコミュニケーシ ョンを
とる上では, 国調 に気 をつ けてい る (Ca40 1
Ci43)。 口調やタイ ミングによって子 どもへの伝
わ り方はまるで違 うので,Aは子 どもの心が痛ま
―-39-






えることもある。子 どもには, 自分が傷ついて し
ま うとい うことを伝える。子 どもにわかってもら
お うと,頑張って伝えた大人にもフォローできる
ように している (Ca43・ Ca45 0 Ca46・ Ca47)。
Aは ,内 容 にもよるが問題行動 が起 こった後
には,話 を しっか りと聞 きたい と考 えてい る
(Ca49)。 Aは , 自他 を傷つ けるよ うなことであ
れば気持ちを聞くことよりも先に注意をするかも
しれないが,何か理由があるかただの好奇心かで
大きく違 うので,話を聞いた上で, してみて どう
だったか確認 してい くのである (Ca50 0 Ca51 0
Ca53)。 Aは , 自身の表現力が足 りなくて怒 るこ
とができない,あ るいは怒ることがあま り得意で
はないか らしないのではないか, と自己分析 して
いる (Ca脱 )。 Aが最初に怒 ることに抵抗を示 し
ているのは,大 人が先に興奮 して子 どもを叱責 し
て しまえば,子 どもも言い返そ うとすると思 うか
らである。まずは話を聞かなければ心に蓋をして
しまい,子 どもの言葉での表現が抑えられて しま




Aは ,子 どもが優 しい言葉遣いができた り,人
に優 しくす る言動 をみ ると嬉 しく思 うのである







ている (Ca60 e CaCl・ Ca63)。  しか し現実的に
は厳 しいものだ とも認識 している (Ca63)。 Aの






る誰かがいるといいと思っている (Ca6ヱ )。 Aは ,
生まれてす ぐに母親 と過 ごす経験だけは,埋め合




どもと生活 を共に して欲 しい と思っている (Ca
68・ Ca69 0 Ca74)。 大人が 自然体でいることで
子どもも自然体でい られ,大人 も長 く続けていけ
ると確信 している (Ca77・ Ca79)。  自分が して
欲 しいこと, して欲 しくないこと,好きなこと等
を伝えられる職員であることを望む (Ca70 0 71)。





欲 しいか らである (Ca75 0 Ca76)。 Aは ,子 ど
もの気持ちを丁寧に拾って別の言葉に変えること
が上手な職員や,根気強 く子 どもと関われる職員 ,
やる気に溢れている職員をす ごい職員 と賞賛する
のであった (Ca81・ Ca83・ Ca101)。
Aは , 自身の強みについて,以前 までは自然体
でい られたこと,所属ホームを自分の家 と思える
くらい子 どもと生活ができていたことをあげてい
る (Ca84)。 日寺間が使えることも良い ところかも
しれないと感 じている (Ca86)。
Aは ,/f也者や 自己の強みを広げていくには,語






謝 しているのである (Ca89摯 Ca90。 Ca91 0 Ca
102)。
時にはお酒 を交わ しなが ら語 ることで,語 りが
苦手な人 とも話ができる。甘いものを食べな ら談
笑す ることもあ り,緊張感 が少 しで もほ ぐれ るよ
-40-
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うにAは工夫をしている (Ca93 0 Ca94)cAは ,
か しこまると心を害11っ て話をするのは難 しいと考
えてお り,テ レビや本の話か ら始めて,本当に聞
きたい話やAが伝 えたいことは後にもってきた方
が,Aが気になっていることが聞けるし話せ ると




がけている (Ca97)。 Aは ,語 り合 う中で,;若手
の知 らない当園の歴史を伝 えられ,社会的養護 と
呼ばれる子 どもとその状況 も変わってきているこ
とを知ってもらうことができると認識 してい る
(Ca100)。 Aは ,若手のや る気 と共に,よ く語 り





















Bは ,3年 目か ら住 み 込み職 員 とな った
と述べ て いる。
Bは ,そ の実 習 を経 て住み 込 み職 員 と し
て働 きた い と思 い,別 の児童 養 護 施 設 に
就 職 が決 ま りか けて いたが ,そ の施 設 の
体 制 と自分 が や りた い ことが合わ な い と
迷 って いた と ころ,施 設側 か ら断 られ て
現職 の施 設 に非 常 勤職 員 と して雇 われ る
ことにな った と述 べ て いる。
Bは ,入職 当初 か ら住 み込み 職 員 と して
働 きた い気持 ちが あ った と述べ て いる。
Cb13
Bは ,3が 入職 す る時 点で ,Bの 住 み 込
み職 員 と して働 きた い とい う思 いは ,他














Bは ,言 葉 で い くらいつ もい るよ と言 っ
て も子 どもの安心感 には繋 が らな いため ,










Bは ,以前 は小 さい子 どもの方 が Bが
いつ もいる職 員 で ある ことを感 じ取 る
までに時間 を要 す る と思 つて いたが ,
実 際 は大 きい子 どもの方が 時間 を要す




ことで,そ こか ら外へ出た り戻つてきた
りすることができるのではないかと述べ
ている。
BIま  必要 と思 われ る養 育観 とい う言 葉
に困惑 し,答 え るの が難 しい と述 べ て い
る。
Bは ,担 当の子 どもが必 要 と しな い限 り
は 自分 か らは離 れ な い とい う養 育観 が 大
切であると思 うと述べている。 Bは ,子
どもが見放されたと思わないように養育
しているのであつた。
Bは .子 どもに離 れ られ た と感 じさせ な







Bは ,小 舎制 の児童 養護 施設 や住 み 込み
で働 くことに つ いて ,県外 の施 設 実 習 を
通 して知 り,誰 か が いる ことが 当た り前






























































































Bは ,入職 当初 は子 どもが次 いつ来 るの
か とか ,同 じ絵 本 をまた読 ん でね とせ が
む姿 や ,今 日は誰 が ご飯 を一緒 に食 べ る
のか確 認 す る子 どもの姿 をみ るの がす ご
く苦痛 なので あ つた。
Bは ,そ の軸 にな る大 人だ けが 中心 とな
るの で は な いが ,最 初 の地 点 に な る と思
うと述 べ て い る。
Bは ,傷 つ いて入 所 して きた児童 の 回復
過 程 に お いて も恐 ら く安全基 地 の役 割 は
必要 で ある と思 うと述べ て いる。
Bは ,性的虐待で入所 してきた高校生女
児 Gに ついては, 特に配慮 したことがあ
ると述べている。
Bは ,そ うい つた ケー スの場 合 は ,沢 山
の大人 が 関われ ば い い と うい うわ けで は
な い と思われ たの で ,他職 員 には早 め に
帰 宅 して も ら う等 して , 8と Gと 個 別 の




Bは ,当 時 は男性職 員 は いたが ,担 当職
員 と して入 つて いるわ けで は な く,そ の
女 児 と接触 す る時間 は少 なか つた が ,そ
の 男性職 員 や他 の女性 担 当職 員 とも話 を
して,そ うい った援 助 の方針 にな つた と
述べ て いる。
Bは個 人 の考 えで援 助方針 を決 めず に
チーム で話 し合 って決め るので あ つた。
BIま  長 い期 間 Gと の 関係作 りを行 つた
と述べ て い る。 BIま ,1リ ビングで ごろ ご
ろしながら,テ レビを見ながら,自 然と
そうしヽう話になったと述べている。
BIよ  生活 の場 で リラ ックス した雰 囲
気 を大事 にす るため ,敢 えて 1リ ビング
でごろごろした り,テ レビを見た りし
ながら.長い期間 Gと の関係づ くりを
行ったと述べている。
BIま  チームで方針を共有 していたが
必 ず毎 回 同 じよ うに して いたわ けで はな
か った と述 べ て い る。 だ らだ らや つて い
た と述べ て いる。
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Bは ,8と Gと の 関係 が深 ま った後 に は
他 職 員 も 自然 と関わ る よ うに な つた と述
べ て い る。
秘iま ,か しこまった場を設定 して話をす
るのではな く, :プ ビングでゴロゴロして
しヽた リ テ レビをみた りしながら,Gが
性的虐待について語れば話を聞しヽたと述
べている。
BIま ,日 常的 な環 境 の方 が語 りやす い と
思 つて いたのだ つた。
BIま ,Iジ ビンクで他 (ノリ子 どもたちがマッ
サージをしてくれてし`ヽる時 :こ ,Gも 一緒
に横になって,1生的虐待の話 :こ なったこ
ともあると述べている。
その他 に も,他の子 どもた ちが寝 た後 に,
8が 何 もせ ず にテ レビを見 て いた ら.お
やすみ と言 いに きた Gが 自分 も一緒 に見
た い と言 って 性 的虐 待 の話 を した こ と
もあ った と BIま述べ て しヽる。
Cb36
BIま ,(国 々の子 どもに合わせた配慮をす




Bの 家庭 は転勤族 で あ り,自 分 が 人の輪














Bは ,生 き抜 いて しヽ くた め にそ うい つた
スキル を獲 得 して きた と述 べ て いる。
E3は ,自 身の体験 が 入 所 して きた子 ども
の不 安 定 な感情 の理解 に繋 が つて い る と










BIま ,予 防す るに 1ま  自分 ひ と りで 1よ 対
応 で きな いの で,色 々な視 点 を持 つた人
た ち に協 力 を求 め る しか な い と述べ てい
BIま  自分だけだと気持ちに余裕がな く
なって しまうと述べているこ
Bは ,問題行動 の 兆候 が な けれ ば予 防 を
す る ことも難 ししヽ と考 えて い る と述 べ て
いる。
Bは ,そ うしヽったやり取りをしていくと
述 べ て い る 。
Cb61
6は ,1也 の担 当職 員 も問題 行 動 が起 こ っ
た後 に は ,同 じよ うに対 応 して しヽ る と思
うと述 べ て い る。
Cb62
BIよ  問題 行動 が起 これ ば担 当職 員 だ け
では な く 職 員全体 で関わ るの で  同 じ
感覚 でや って いる と思 うと述べ て い る 3
Cb63
BIま ,他 の職1員 へ も信 頼 を寄 せ て しヽ るの
中学生 の女児 目が最近 Bに相談 しに来て ,
双子 の姉 にす ご く奇 々す るが ,苛 々す る
の iま その姉 のみ で他 の 人 に 1ま な く,自 分
で線 引 き |ま している と話 を した ことか ら
8は , 自分 と心 の距離 が近 い人 に対 して















BIま  対応 の難 しか った子 どもが卒 園 じ
てか ら,お疲 れ様 です と挨 拶 が で きるよ






BIま ,Bは ず っとホームにいて安全基地





E3:ま ,問題 行動 の 兆候 を感 じた ら,色 々
な 人か らの視 点 を持 った人 た ちの協 力 を
も らうと述べ て い る。 その色 々 な人 としヽ
うの は ,ホー ムの担 当職 員 で あ った Lり ,
ホー ム 外 の職 員 で あ った り 学校 の 先生






Bは  施設の子どもに限 らず,すべての
子 どもに問題行動はあるものだと思って
いると述べてしヽるc
B:ま , 問題 行動が走ここるか ど うか は  子
どもの家庭環境 に t,よ る と述 べ て しヽ る t
E3は ,問題 行動 の事 後 対応 ,こ つ いて ,予
防 と t:関 連 して くるが .子 どもちの ケ ア
:ま T寧 に 、L思 つて い るが ,問 題 行動 が起




B:ま ,も っとやることがあつたので 1ま な
しヽかとか,違 うや り方があつたのではな
いかとか,支援を振 り返ると述べている。
BIま ,担 当職 員 :ま 問題 行動 が起 こつた後





しか しなが ら それ が施 設 生 活 での こ と




B:よ  問題行動 の原 因 |こ な った ことがわ
か る よ うに ,その子 ど もと話 を した りと
か ,大 人 が考 え得 る限 りの想像 を して ,
支 援 で足 りなか った部 分 や工 夫 で きた部
分 に つ いて話 をす る ことが ひ とつ ある と
述べ て いる。
そ して ,そ の表現 の仕 方 に つしヽては .子
どもの 見直 す必要 が あ る こ とは伝 えて い
くと述 べ ている。
子どもが間違った表現の仕方をしていた







i場 麿夢 惑 ∫現 彎 :や理
iき
亀 色驚 :iゝ
ミ_国 に色 々な大 人 が いた か ら社 会 に
:も 戸惑わ ず に済 ん だ と言 つて いた子
,が しヽた と述べ て しヽ る。
その子 ども |よ 社会 人 にな って ,8か ら教
え られ たユー モアの セ ンス を溝 か して ,
最 初 で :質 かず に適 応 で き.今 で もイベ ン
トの企画 係 りを任 され る と話 して いた と








BIま ,社 会 には 自分 の思 って しヽ る事 と同
じ事 を思 って しヽる人 の方 が 少 な いが ,そ
うしヽ った 中で も色々 な人 に頼 つて生 きて
しヽ け る ことを伝 え る よ うには して しヽ る と
述 べ て い る 。
Bは ,卒 園 生 には新 たな
作 つて しヽ つて欲 ししヽ し ,
資源 の ひ とつ くらいに ,











魯 |ま ,卒 園 して も しヽつで もい るか らね と
送 り出 して ,8で な くて も頼れ る人が しヽ
ればそのメ、を頼れば良いし,菫 ミュ二千イ
が作れるのであればそれが良いが,ど う




81ま ,子 ど も に 馨 と の 関 わ りの み で  人
ぁ寒秀ば芝多
もって欲しいわけで|まなりヽ
BIよ  小 さな こと でも相談 して くる卒 園














Bは  どの タイ プの人間か に ょ って働
き方 も変わ つて くるで あ ろ う し,Bの
よ うに住み 込み の ス タイル を とる こと
が全 てでは な い と述べ て t′ るヽ。 BIま ,
働 きなが ら職 員が客観視 す る力 を身 に
つけ.それに応 じて働 くスタイルを見
つけていって欲 しいと思うのであった。
だか らとしヽ つてやめ な いで欲 しい としヽ う
わ けで はな いが ,そ うい う感覚 で勤 め て
























B:ま_3の 思 いや感覚は引き継がれ てい っ
て欲 しい と考 えて いると述べ て しヽる。
8は ,子 どもた ちめ ことを知 って い くた
め に も,自 然 と子 どもの 良 さを引 き出せ
る よ うにな るため に も,必 要 な感覚 で あ













ている。子 どもがBを必要としない限 り,Bか ら
離れないという養育観が大切であるとBは思って
























Bは ,当 時 4歳の男児がC職員が宿直の時には
横で寝て,D職員とE職員の時にはベッドまで来
てもらつて寝かしてもらしヽ,F職員の時にはスリッ





る (Cb15)。 Bは ,以前は小さい子 どもの方がB
がいつもいる職員であることを感 じ取るまでに時
間を要すると思っていた。 しかし,実際は大きい
Bは ,他 の職 員 をみ て いて参 考 に な る養
育観 はた くさん ある と述べ て い る。
BIま `子 どもに対 して,自 分 の許 容 で き
る範囲 と他の職 員の許容できる範囲が違 っ
てしヽて 許 容 で き る範 囲 が大 きしヽ人 をみ
る とその感覚 を取 り入れ た い と思 うが ,
そ うな るの は難 ししヽ と思 うこともあ る と
述べ て いる。
BIま ,(也 の職 員の発 想 力









を過度 に否 定 的 にはみ
Bは ,自 分 の ことも伝 えた しヽ し感 じて欲
じしヽ し,人 の ことも知 りた しヽ し感 じた い
と述 べて いる。
酔は,そ ういった性格のため欲張 りだと




















81ま ,自 分を振 り返るいい機会になった
と思うと述べている。
ホーム (
t一 ムが地域 に出 てか らは .(也 の





81ま ,他 者 や 自分 の強み を共有 して い く
には ,他者 を観 察 して知 って ,語 を して
知 る こ とが大事 で あ る と思 うと述 べ て い
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子 どもの方が,Bがいつもいる職員だ と感 じ取る
までに時間を要す ることに,Bは衝撃を受けたの
であった (Cb20)。
Bは ,子 どもにもよるのであろ うが,新 しい環
境の中で子 どもの世界を広げてい く際に,いつも
いる大人とい う軸があることで,そ こか ら外へ出
た り戻ってきた りすることができるのではないか
と生活支援の中で実感 している (Cb21)。 それゆ
え,Bは ,入所 してきた子 どもがBが毎 日いる人
だ と分かるまでは,特にホームにいるようにして






おいても恐 らくこの軸 とい う安全基地の役割は必
要であると考えている (Cb23)。 Bは ,性的虐待
で入所 してきた高校生女児 Gについて,沢山の大
人が関わればいい とうい うわけではない と思った
(Cb25'Cb28)。 それゆえ,他職員には早めに帰
宅 してもらい,Gが もや もや とした気持ちをひ と
りで抱えて しまわぬよう,性的虐待についてGが
話をしたくなった時には話ができるような空間作
りをし,Bと Gと の個別の時間を通 じての関係作
りに配慮 していた (Cb24・ Cb26)。 Bは ,生活
の場で リラックスした雰囲気を大事にす るため ,
敢えて リビングでごろごろした り,テ レビを見た
り,一緒に横になった りしながら,長い期間Gと






につけてきたのだつた (Cb38)。 Bは ,色々な出
会いや別れを経験 しているため, 自分は感受 }生 が
強いほ うだ と思 うと自己分析 している。Bは ,一
般的な女児のグループを作る習 }生 が苦手で,ひ と
つのグループにいることは好まず,色々なところ
でそつなくこなす タイプの子 どもであった と振:り
返っている (Cb39 0 Cb40)。
Bは ,感受性 を強 く保 ち,生き抜いてい くため
に新 しい環境に適応 してい くスキルを獲得 してき
た (Cb41)。 自身の体験が,入所 してきた子 ども
の不安定な感 晴の理解に繋がっていると思 うので
あった (Cb42)。 Bは ,以前いた場所に後ろ髪 を
引かれる思いがあるのはわかるが,それを気にし
ていた ら生きていけない と思っている。新 しい環
境で自分がなじまない といけないとか,慣れない
といけないとい う戦いにも似た感覚を覚えてお り,
入所児童の気持 ちを理解 してや りたいのである
(Cb43)。
Bは ,子 どもの問題行動の予防は難 しい と思っ




い と思っている (Cb45。 Cb46・ Cb48・ Cb50)。
Bは ,問題行動の兆候がなければ予防をすること










部分があったであろうと反省する (Cb53 0 Cb54)。
またBは ,問題行動の原因になったことがわかる
ようにその子 どもと話をし,表現の仕方について
は, して欲 しかった表現を伝 え,―子どもの見直す




Bは他の担当職員 も問題行動が起 こった後には ,
1司 じよ うに対応 していると思っている (Cb62.






Bに相談 しに来て,姉にす ごく苛々す るが,苛々
するのはその姉のみで他の人にはなく, 自分で線
引きは していると話をしたことか ら,Bは 自分 と
心の距離が近い人に対 しては要求も増えてしま う




の説明に納得 した。苛々を爆発 させ る前に言葉で
表現 していることにBは感心 し,そ の女児の成長
を感 じて嬉 しく思った (Cb66)c
別の事例では,卒園 した子 どもが中学 3年生の
時に塾から帰ってくるのが遅 く,敢えて職員が大々
的に捜索 したようにみせて,す ごく心配 したこと
を伝えることがあった。その時はその子 どもは素
直に反省は できなかったものの, 1年後にひ とつ
年下の子 どもが同じような行動をとった時に, 1
年前の自分をみているようだ と振 り返 り,待って
いる人がどれだけ心配するか今ならわかると言っ
て くれ,その子 どもの成長を感 じてBは嬉 しかっ
た (Cb67)。
Bは ,特に卒園 した子 どもの成長が大きい と感
じてきた。帰って くる度に在園児の心配をして く
れた り,卒園 してか らこう思 うとか,在園中はこ
んな気持ちであったとか,いる時にはわからなかっ
た とか,そ ういった成長が喜ばしいのであった。













全基地にはなるのだけれ ど,Bが その子 どもの全
てを背負 うわけではない。その子の周 りには色々
な人たちがいてその子を支えているとい うこと,
色々な人に頼っていいことを感 じて欲 しい と思っ




Bに話 した (Cb76)。 Iは社会人になって,Bか ら
教えられたユーモアのセンスを活か して,最初で
鑽かずに適応できた。今でもイベン トの企画係 り
を任 されてい るほどである。 (Cb77)。 Bは ,社
会にでた ら色々な人がいるか ら,園でへこたれて
いた ら社会にでていけない と,言 える子 どもには
児童養護施設で働 く上で必要な養育観についての現象学的分析 名城卓哉
伝えているが,Iも そのひ とりであった (Cb78)。
しか し,Bは子 どもに合わせてお り,それを伝え
ることが難 しい子 どもには,無理に伝えないので
あつた (Cb79)c
Bは ,社会には自分の思っている事 と同 じ事を
思っている人の方が少ないが,そ ういった中でも
色々な人に頼って生きていけることを伝えるよう
にしているのである (Cb80)。 Bは ,卒園生には
新たなコミュニティを作っていって欲 しい し,担
当職員は社会資源のひ とつ くらいに, どこか隅に
置いていてくれればいいと思 うのだった (Cb81 0
Cb84)。
Bは ,卒園 してもいつでもいるか らね と子 ども
を送 り出 している。Bで なくても頼れ る人がいれ
ばその人を頼れば良い し,コ ミュニテ ィが作れる
のであればそれが良い と思っている。 しか し, ど
うしようもなくなればいつでも迎え入れ るといっ
た,危機 的状況 が子 どもに訪れ た場合 にはサ
ポー トす る気持 ちがBに は強 くあるのであった
(Cb83)。 小 さなことでも相談 して くる卒園生が
いると,その姿もBは愛 らしく感 じる (Cb85)c
Bは ,職員 自身が 自分のことをわかってお らず
に,すごい しんどくなってしま うこともあるから,
自分の生い立ちや 自分がどうい う人間かをまずは
知って欲 しい と思っている (Cb87・ Cb88)。  こ
の職業では自分の経験を活かせ ることもあるが ,
子 どもとの関わ りにおいては うまくいかない要因
ともなることをBは経験的に知っている (Cb87)。
どのタイプの人間かによって働 き方も変わって く
るであろ うし,Bの ような働 き方をす ることが全
てではなく,働 きなが ら職員が客観視す る力を身
につけ,それに応 じて働 くスタイルを見つけていっ
て欲 しい と願 うのである。だか らといってやめな
いで欲 しい とい うわけではなく,そ うい う感覚で
勤めて欲 しい と思っているが,一方で同時に 自
分 の価値観 が全 て とは思 ってい ないので あ る
(Cb90)。
Bは ,ま ず若い指導員を観察 して,あ る程度 ど
ういった人かわかれば,覆っているものを崩 して
いく (Cb91)。 生活スタイルや育ってきた環境で
働き方 も変わ り,職員同士です り合わせが必要な
時もあるc互いにわか り合 うためにも, 自分のこ
とを見せ ようとしないよりは,見せてくれる方が
働 きやすい環境にも繋がるとBは考えている。B
は, 自分で自分のことを知 り, 自分のことを一緒
に働 く人 に知 られて もいい と思って もらえるよ
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うに,若 い指導員 と関わって い るのであった
(Cb92 0 Cb93・ C B94)。





思っている (Cb95)。 そ うすることで, 自分 より
もこの 入へ と繋 げ るこ ともで き るか らで あ る
(Cb96)。
Bの 思、いや感覚は引き継がれていって欲 しい と
考えている (Ctt「 )。 Bは ,子 どもたちのことを
知っていくためにも,自 然 と子 どもの良さを引き
出せ るようになるためにも,必要な感覚であると
思っている (℃:壽 8)。
Bは ,他の職 員をみていて参考になる養育観 を
た くさん感 じている (CH01)。 子 どもへの声か
}す や受け入れ方 ,一子どもの見方等について, 自分
にはないものを持っている職員をみるとす ごい と
思 うのである (翻重輔 )。 子 どもに対 して, 自:分
の許容できる範囲と他の職員の許容できる範囲は
違っている。許容できる範囲が大きい人をみると
その感覚を取 り入れたい と思 うが,3自 身が始 う
なるのは難 しい と思 っている (Cbl鑢 )。 BIま ,
他の職員の発想力 もす ごい と思ってお り,3では
思いつかないようなことも考え出す ことがあるの
で感心 し,発想の豊かさにおく)し ろさを感 じるの
である (Cb104)。
BIま他の職員 と価値観が違って憤 ることもある
が,育った環境や文化が違 うか らこそ,見 え方や
感 じ方が違 うわけなので, 自分の感 じ方のみでは
もったしヽないな と思っている (Cい 106)。 違 う価
値額 を過度 |こ 否定的にはみず,人 と自分が違 うと
し`ヽ うことを3は楽 しんでい・る (C猿 硬静 CLl朝 )。
Bは , 自分のことも伝えたいし感 じて欲 しい し,
人のこと
'矢
澪りたし` し感 じたい (abl鍵 )。 そ う
いった性格の ため欲張 りだ と周 りの人か らSは麗
われ る (〔〕bl輔 )。 Bは , どこでも生きていけ る
ところや,前向きなところが, 自身の強みである
と認識 してい る (輪 110肇 鍋 112)。 人 見知
“なところや夕 人前で感 }青 白勺にな りす ぐに涙がでて
しま うところは直 してい きたい と思 ってい る
(Chlll)。















小舎制の児童養護施設に勤めて,長 く働 くPは ,
施設で動めるにあたって必要 と思われる養育観に
ついて語る際には,その感覚の説明に苦戦する。
Fは養育観について頭の中で整理 しなが ら,子 ど
もと共に生活する生活者 として,同 じ日寺を長 く一
緒に進 ごすことが必要な養育観であると答 えを出








いた り,人 との距離感やそれに伴 う自身の心理状
態に気づいた り, 自分の過去に起こした行動を振
り返ることができた りすると,子 どもがより良く
生きられる契機 とな り得 る。そのため,Pは 自己
理解を深めていくことを促すのであるёまた,職
員 自身 し  自分の好きなことや嫌いなこと, して
欲 しいことして欲 しくないこと,生い立ちやパー
ソナ リティのタイプについて7同察することで, 自
身の持ち味を活かせ ると確信 している。まずは ,
自分を理解 し,他者にもその理解する力を援用す
ることで,コ ミュニケーシ ョンが円滑に進む と考
えるのである。
所属ホームにてPは, 自然体でい られることを
心がけ, 自分ひ とりではなく,チームで子 どもの
支援をしていることを意識 している。子 どもを養
育 していく上での強い責任感は保ちつつ,程よく
力を抜き, 自分 らしくい られる過 ごし方を見つけ
てい くことが長 くこの職を続けてい く秘訣でもあ
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ると実感 している。力目えて,子 どもが施設 とい う
小 さなコミュニティの中でさえ,色々な考えや価










あっても,子 どものベーース :ま乱 さずに,発信があ
れば受け入れるスタンスを保っているc子 どもが
稽談 してくる時間や場所,空間が適切か判断 して ,









と同時に,子 どもr、 もして欲 しかった表現を伝え,
社会的規範の教育を試みるのであった。
Pは,子 どもを支援 してい く上で, 自分やイtLの
職員の強みを共有 し,広げてい くためには,よ く
人を観察 し,語 り合 うことであると考えている。
時には,施設で積み上げてきた歴史を伝え,行動
観察や対話で知 りえた I青報は他の職員 とも共有す























ポー |ヽ を受けて育う とい うことに価値を置き,子
どもと生活をしているのである。、
そこには安全基地 篠 i懸紺c)rth,M。 ,1鶴2)の
機能が 自然 と働 いてい,る と考えられる (懲owl時7,
J。 ,1_9鉾ノ19綬 )。 子 どもの精神的な車由となる職員
がいることで,―子どもを取 り巻 く世界の中で子 ど
もが鍍いた としても,そ¢職員の基地に戻 り,安
心感を得 で, もう―一度挑戦 した り副資 した りす る
とい う連続 }生が生 じる。そ母中 で,子 どもの健全
な心身の発達が促 されると考えられ る。Fが養育
観 を断定的に提えていないところや,問題行動 と




Pは 自他の理解の必要 }生 についても, 生活支援
の中で経験 している。まず子 どもに対 しては,大
人の社会規範,教育的視点や しつけの観点か らの




様々な言動に対 して, 自己を振 り返る視点も持ち
合わせてお り,子 どもの良き面の共有を図るとこ





唆 されるもPは大人の多様 隆に関 しても感受 |｀生が














欲 しいのであるc‐ 適度に人に頼ってい くとい う自
立の仕方を願 っていると考えられ る。Pは ,施設
を出れば関わ りが終わるとは思ってお らず,永続
的に必要な時にはPの もとへ帰ってきても良い し,






の個 の力 量 が 求 め られ が ちで あ るが , 田鳥
(2011)は ,パラダイムシフ トの必要性を謳って
いる。多次元のパラダイムシフ トが求められるが ,
その うちのひ とつに個の処遇から,フ ォロー し合
う養育への転換 も強調 されている。 しか し,Pが
経験 している,職員の個性や持ち味が活かされた
チームワークとい うところまで,深 く議論 されて
いない。職員のひ とりひ とりの個性が活かされか
つそれが子どもにとって良き個のモデルや大人チー





































Phenomenological analysis on effective strategies for nurturing children in a childcare
facility
NASHIRO Takuya
In this study, two care workers working in a childcare facility were intervie'w・ ed about
their faeilitye ln the analysis,the general psych010gical structures were derived from each care
w'orker's individual psychological structure.In this facility, there has been an increase in
abused, troubled children (for example, due to domestic violence), which led to increaseu
viOlence in the facility,worse relationships between children and care workers, and burnout of
care wヽ・Orkers.It is urgent tO prevent such problems.From the interview with the two care
wOrkers who have already delivered high quality care, this study aimed to And effective
strategies for supporting these children.
A phenomenological psychological approach developed by Giorgi was used as a research
inethodo The non‐ structured interview with the two care workers was transcribed word for
word.The individual psychological structures ・w・ere broken down into meaning units, which
were then used to describe general psychological structures.
The analysis shows that the fo1lowing components are necessary for supporting the
children in the facility ① respectful spaceお r childreni ② having hopeお r Chttdren tO reCeiVe 10Ve
and social support,③ care workers'leadership to support children's mental and physiCal grOWth,
④ respect and understanding of each other,⑤  helping children learn to appreciate different
personalities in theねcmty,⑥ understanding children's helings,⑦  good communication amOng
care workers in order to maintain excellent teanlwork.
KeyWVords:effective strategies nurturing children, childcare facility, phenolnenological analysis
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